
防災士 土居清彦先生による防災講演会 ア ンケー ト結果

生徒アンケート 787人集計   (2012年 12月 10日 実施)

1 今回の講演は自分のためになったか

全体の 80%が 「とても思 う」または 「思 うJ

と答えた。

2 講演の長 さについて

全体の 82%が 「長い」または「少 し長い」と

答えた。
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1年    2年
口⑤長い

艤③ちょうどよい

国①短い

3 講演の要点

各自が箇条書きでまとめたものを、A)地震発生直後の対応、B)日 ごろの備え・訓練の意識、

C)防災全般に対する意識、D)避難所生活の現状や問題点 の 4つ に分類 した。
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地震発生直後の対応について学んだ生徒が多かつた。

D)避難所生活の

現状問題点 5%

C)防 災全般に対

する意識  140/。

B)日 ごろの備え・

訓練への意識

28%

A'地震発生直後

の対応

53%

A)地震発生直後の対応

B)日 ごろの備え 。訓練の意識

D)避難所生活の現状や問題点

トイレのことを考える (衛生面の管理)
7%

気配 り、日配 り、心配 りをする (ボ ランティア活動 と治安の維持) 6%

【総括】

今回の防災講演について、生徒の80%が有意義であったと答え、地震直後にとるべき行動や日ごろ

からの避難劃練や備蓄品などの見直しを図ることなど防災意識の向上が見られた。

今後の課題として、登下校時の経路も含め避難場所を想定したい、避難訓練をより実践的に行いたい

という意見が多かつた。特に、訓練には、起震車体験、逃げるための体力、情報の収集が必要であると

考えているようである。また、避難所生活の現状や問題点を初めて知った生徒が多かった。

なお、講演時間を長く感じたのは、講演内容や実時間よりも寒さによる部分が大きかつたと思われる

ので、講演の実施時期を検討してゆくことが必要である。

生徒へのフィー ドバックは、学校ホームページ上で行う予定です。準備ができましたら、ご連絡いた

しますので、生徒への閲覧をご指導くださいますようお願いします。

項  日 %
総合

順位

頭を守ることは、意識を失わないためである 1

自分の命は自分で守る (自 分の安全を第一に考える)
2

隠カス場所を探す、揺れの間は声を出す、周りをよく見る 35% 4

平常心 (冷静に次の行動へ移るために自分を見失わない)
11

生きる (と くにかく生き延びる)、 よく生きる、より良く生きる (け がをしない)

とにかく高台へ逃げる

防

“

訓績への煮識向上 (訓練にやりすぎはない、価値ある無駄) 369る 3

備夕の必要性 (起震車体験、逃げるための体力、食料や水の備蓄、情報など) 299る 5

群難場所の確認 (家族との約束、ルート確認、登 ド校時も含む) 21% 6

相像力 (シ ュミレーション)が減災につながる 13% 9

重いものは2階におかない (家具が人を殺す)
13%

防災知識の必要性 (無知や無関心の怖さ、正しく恐れる)
10% 11

C)防災全般に対する意識

過去の記録や他者の経験に学び、自身も後世に伝承すること
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話を聴く中で、どのようなことを感じ、考えましたか。

また、今後どうしていきたいと思いますか。

ちfi α

一 鴛 崚 ノ少しで∫ぎや fご と 認｀市轡のt等 、C藤
をぁ げち 7り●

`い

Jっ そ(ξ
′iξ りι・イ!′ γ́ξッツば:イ )が イずヽイ

`Z撥
議́経イL′ 'f=イ ぼずつ

衝ぅメ,う●・r=ム(で°ゴrЙ .め71めらのレみtri Fiら ,ィォが勝レ了tの が_

t｀ 苅隼t弓゛希:し Pt勧 ,`そ `"卜。くなづごψ ん11鳩 れて1縦 タマこやヽウゲ■プ

ダ11,M
′λ (ヽ資鶏多` ・つ麹尺憲Rふ 奮ゲリ寸や 【́́ろ

'チ
ろ件鼠ぃ場留が

れた́つ物 (・、日k虜ノ鳩Zι 、人サヶ嘲ヴィズして
κ家たそ与び(へ 二zが み́̀)ムえてぁろfシ 痢ヽ

プ7グ )多し′ξ_。     こ1な畢子ヽ

L獅鷹鮮二器 7鷹蜃∬キ絲 II軍

ィ|、 呻や薇のしさ1` lヽ 卜に,〈れ博tl」 し発生に言われ
'|:た

のι`

ぃく～
うしさ,■ ■t3｀ しきt,τ ひちくりιネしだo

千燃tしていて彦鮮
'あ

所の確itポ ,さ τⅢキいのど
(lぉレ晏3ヽ

瑚霧督ttしたいこRい まヽ 。

(1特 零子`
  とtt綸 <ん ,多 し、鵡プメたくみっ移。 (1舛 ,子 )

んoOぼι・し紀っ〔′ザ、いゎl夕 l′ 〆Lこ。ぽ
`碑

!.臨,1ぼ凛

な lよ 01み 策こウぞ
1

勉鷲&,わ虚バきにら、

2確 もルしての(しいこ

フtわ 1/t/Jっ ノt∠ 2,.
6`尾 う/ヽ

｀
ス丈た残

してかttた ダ/ヾ ニッ/7ノ ι′ 3人 tt、

(1辱 零群ゝ

(1を み準 ′ヽι

こう。うPaし ゅ″70づ だが,の でヽそのqt,

■のネ。しトメイント乙ゼこへ重士髯鮨ιFぅ いいのりヽ

えてヽ■レ〔じ。
(1辱輩孝ヽ

%」ルク″`形ι多ンル,ル

:型″ダιレルタに夕Zだラ働炎ノグψ〃んZ″ ι7イ

犯Z′
r'ぎ μラーιπラ多ιι

`Ztt Zり

ο

沖う各パ岬渕どんらのハウ,ルみ賀響7跡

ギフcJり、お窮とがう企細など
.I`書 なt,tl補 ′、ズガ̀″ こ`F・ヒ難

'ル

。
チ「 総細槽

.け どな(
=1・

工11ら が静ぴt常「考え:こ とtたη千セァ宅t,′〔。
をι7・ 討疎メてあいいιTざ

｀
どあ時に稚サ1で Frフ ι′電づηぎ

早わ実こ嘲蜂票午〆ι
'お

0じ卜いて£っヘ

。 |≒ 子

象にY子って、ボ
｀
Cこ 霧難のでf議 重稽 j』Bξ こたり

著撫ギ繭の雄 謎 帷 ソこみc‐ と
電1義窮

ο

島知西高杖
:illi;i]〔 1:咆房黒よ、[lT Fヾ燕

峙けとこ

な
^で

ぬヽヌF大JCミ l― Z fJNλうt_R卜、そハ 目゙諭全t,舌か しマ、

しヽつ来てしιit藝ぅ卜とす♯珠争どαぃきt_い trrt (1午ちに}ゝ

z´ t′ 出
3う か。

白ゆバ
ac… く

シ
`7ι

ラ

みtr7

ti卜 黙,色権メIと ヽ
:コ千。奇′・代

'(8

[そ (し つ¬7い 千
(ヽ 坪孵 Ъ

丈t″ ′ι晨ざ″,7レビ熟・告(・ シ茅̀
′

たソ、サイコロの′たぃ,〃た,tセ が

目扮も宙k浮ぐつど
｀
、リァ

｀
女コらりづ)′tこ とtた Ctん滅,た 。

こ4がらυ今すtttA衆たうどぅち旬ヽこ 帯′くZiく 1!た ι:_(1与零子`

たとん逃けマリカが,た ししてし、ヶがιιマιノたり、をいみ・夕形/ti｀ ,た

場4、 夕多{か Z社/tス

`Z力

Wク な`くて夕″が多″ワJ場0が あるのマ:

〕世け
い多ぽみ|・ ″うク・tして{事 1′ |プ 海.(ノ ′

そのためl・ ′ロイη″資均 榮ι力会lι し、夕じ夕れ稀 たるよう.:し
力`弩え

tしておく,涎 夕があるし承さ
｀
しいびしみ。 (lh・筆子ヽ

ililll聾長:3′絆 1::き

'観

??:彙ル町1揚サ場|と

鰹“Jι卜°

仁り競酬 格出 tりがたくん置い●ひらは 上t妊 くιな

ど麟磐 ヂ
撃

。

9,けがお燃?Ⅲらしtう F'上 r=

れががη7・れ銀,4立£切

`入

卜い

°
糞膚盤争∫最!鋼ヂ肌1∬言[lサ■TT翼
鮭やgie、は t.て、かγ卜,■よ|ェ1聡 7ゞぶ [′

'シ `Q._こ 熟i ミo・うえにピ・
れ .ょ LE     

′句け)耐災講

,こ翁粽鉾暉、4畢隅 .儀

場を



〃賃イタタイ′/―/″ 自うη塚んグズ顔

がかりぅのは、ィルとク″Lι えた_

0ゅ 力ゞ
｀
あ7て ヽヽみFソιしヽと,撃 IFの

't'彦

タヱ〔かヾ 鷹ク1,Tι
 p

(2特サ子)

地之″ヾ`重

生t更蠍ゞb。 自/だらな在tt達ギさへやぜ iうでVよ イヽ0人喘

(2毎 サ子ゝ

キず`1ま  ヨ令o身 tマ うことが皐燿ヽ。
1伶 q婢 藪.t,4c●たt看。トリR,手 ツせも` ますtt逃 げるょうに侮i`o

lおし1育f鮮鼻1、秘|■ .I『

あtギ
:環轟ギ…'

タラ″フた経散 嗚考s tth

(1曇零
=)

Itu慰
漁
勝

・

斌ttき Ivヽ
gと 。ヽ、諌 し氏妻鶯ねた̀̀ 2特 野`

′むたクヾゝ ψ〔力じに″×りあσ→
`′

フのたι
`κ

豚クf多 孝備しιがこ、
2年 サ子

笑′t。っt,て ろし移問(ルびしιイめ多レ″‐'ι、ヽげ得 ′クルう、フ′約黎、

″μ多稀多して、,7d‐ りヽι
‐、メし

'し

fa‐ 'ヽい
)t,″ )ヽし た,ん。

各θ l夕′しで開スの力ぞん鷲が務クルレ多 ちで″レスなι移 し″,で

逃ιらし,々″ジネめ
～
御′2■

“

″

'多

マ1′ 彫紳の(レ タ

アクtラ″みので:も働ιぞブ (1吟 サ手ヽ

米
'卜

。ちti t(■ 。しβぅ。(｀ くらでこうし伝(lし てヽ(■ は(1し ,′ っヽこ〔〔Zt史
=実

して針

〔itヽ し、本当し
'セ

鵞´ヾ
｀
平 で,時

`l'1「

lギド1,い ;l'_■デ
ハ
予Lりtinび踏電j、i縁 ,1

lra,9多 イ¢ケうプラf多 /fツ「
t僣後

`〉

'7ら

アク
`夕

なが掌ヤ」イ先生の末′漆べ膚たて
｀
η涯旅∠

`′
〃(´イヽζ`_リノτ・ざメl1/

棒,夕の中で一

`現

ズ味′だι'7。 tガ ー友ノιだた対す∫イ′オ′そノ4′ノタ/オ ど

′,た。 (3年ワ})

ゴカ|オ進
｀
ちて

ズジ1ヽ1か
・

、
、
　
ヽ
つ
／

一
」
　

　

ヽ神
称

盛
熾

今ヽ

』ζ

そ

鮮欝:恥:懇:「群
Qめたくυ4αっってよき(″とヽそネナリ前にするべき繕 ゑ裏智移

`"て
雀 ゼ晩 、競雹

ツ‐｀

〔1疑 争
細 %じ薇 に4・

`マ

ιヽ わtヽ お,(こ し、冷■■
｀
こわがっf_の ヵい'さらにtわ くら`っr‐ 0

日|キ t‐

'そ

t)であz`ι tiう モι
`ttlて

流ヽ、1,F44可率からt逃 tプ

｀
π

′じ添の[め 、ん承 しつ″、考歿 竹́ιぞぁっ■ゎぅt,`“ ろしし

多tr oオ 竹栄夕`ラ考ん●いてたヽヽき1.(3外ょ}Ъ

しオう

てイゲ争t了
`υ

静 :千 の実嗜 に 1、 ってマ亀 J、 うとき染ョたに・ 人で 塾 呵 〕易 セ言っ≒ぃぅと
ヽヽうot所 いヽて ゃ|き

、
)iち 享に娼■6ttヽ いふ 1ヽ な とえ、、すtィて_ゴ =、 そ●:て

あヽみ、短6家 1・ 宰キ1‐ り帯,マ 幸ち林3■ 1ぅ ふ1,｀ 9さ ■じや∫、、た1=な と` ｀`
きし1■ 。キR容 た,frて tく ∫́_■ ちゃ、̀マ (ば くに1.ち lt Oモ ,ヽ■ 、すり]う、1■

1鼻 1`段「ザ1'tFilithilli｀ tiξ、■]∫ マL等
｀
も]rtt'し

:TIぽ(7｀宮轟
Ittli帯ど,ぉぅ

襖,洗ちで1、Jよ乳:摯 :)「島めtr・

、
=靭

…ち

機齢 3蠍甘 うて
瓶短浴斃予歿

蒸II霊
｀
1ち舞::λ寃びI)恣滞il;lよギ;抵ゝ

あョハちZんι許おフて渇っ存。 (2キす子)
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